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特
集
１　
私
た
ち
と
沖
縄

若
者
に
伝
え
た
い
―

い
ま
さ
ら
聞
け
な
い

沖
縄
事
情

沖
縄
の
歴
史
と
戦
争

沖
縄
は
日
本
本
土
南
西
に
位
置
し
、
沖
縄
本
島
を

中
心
に
大
小
１
６
０
の
南
西
諸
島
の
島
々
で
構
成
さ

れ
る
。１
８
７
９
年
の
明
治
政
府
に
よ
る
強
制
併
合（
琉

球
処
分
）
で
「
沖
縄
県
」
と
な
る
ま
で
の
約
４
５
０
年
間
、

沖
縄
は
独
立
国
と
し
て
豊
か
な
自
然
と
独
自
の
文
化

を
持
ち
、
地
の
利
を
生
か
し
て
中
国
を
は
じ
め
日
本
、

朝
鮮
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
外
交
・
貿
易
を
通
し

て
栄
え
た
「
琉
球
王
国
」
で
あ
っ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
で
沖
縄
は
「
鉄
の
暴
風
」
と
呼

ば
れ
る
ほ
ど
の
す
さ
ま
じ
い
爆
弾
投
下
と
砲
撃
に
さ

ら
さ
れ
、「
本
土
決
戦
」
に
向
け
た
時
間
稼
ぎ
の
「
捨

て
石
」
と
し
て
日
本
で
唯
一
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
激

烈
悲
惨
な
地
上
戦
の
戦
場
と
な
っ
た
。
こ
の
沖
縄
戦

に
よ
る
犠
牲
者
は
計
20
万
人
余
、
う
ち
沖
縄
県
民
の

４
人
に
１
人
に
あ
た
る
14
万
９
千
の
住
民
が
犠
牲
に

な
っ
た
と
さ
れ
る
。

敗
戦
後
、
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
や
朝
鮮
戦
争

の
勃
発
な
ど
東
ア
ジ
ア
の
国
際
緊
張
が
高
ま
る
中
、
沖

縄
は
自
由
主
義
陣
営
の
拠
点
「
太
平
洋
の
要か
な
め

石い
し

」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
１
９
５
２
年
４
月
28
日
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
締
結
に
伴
い
、
日
本

国
独
立
の
代
償
と
し
て
沖
縄
は
米
国
の
施
政
権
下
に

お
か
れ
た
（
日
本
か
ら
切
り
捨
て
ら
れ
た
沖
縄
で
は
、
こ
の

日
を
「
屈
辱
の
日
」〈
沖
縄
デ
ー
〉
と
呼
ぶ
）。
そ
の
後
、
島

ぐ
る
み
の
「
祖
国
復
帰
運
動
」
を
経
て
１
９
７
２
年

に
「
本
土
復
帰
」
す
る
ま
で
の
27
年
間
、
沖
縄
は
「
忘

れ
ら
れ
た
島
」
と
し
て
住
民
は
無
権
利
状
態
の
ま
ま

放
置
さ
れ
、
土
地
は
強
制
的
に
接
収
さ
れ
、
武
装
兵

に
よ
る
「
銃
剣
と
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
」
で
家
を
壊
さ
れ

田
を
つ
ぶ
さ
れ
、
そ
の
跡
に
米
軍
基
地
が
建
設
さ
れ
た
。

米
軍
基
地
の
集
中
と
機
能

戦
後
10
年
を
経
て
経
済
白
書
で
「
も
は
や
戦
後
で

は
な
い
」
と
さ
れ
た
１
９
５
０
年
代
半
ば
、「
砂
川

闘
争
」
な
ど
日
本
各
地
で
反
基
地
運
動
が
活
発
化
し
、

本
土
米
軍
基
地
の
整
理
縮
小
が
始
ま
る
一
方
で
、
そ

の
基
地
機
能
の
ほ
と
ん
ど
が
沖
縄
に
移
さ
れ
た
。
そ

の
結
果
、
日
本
の
０
・
６
％
の
面
積
の
沖
縄
に
米
軍
専

用
基
地
が
集
中
し
た
の
み
な
ら
ず
、
本
土
復
帰
後
も

米
軍
基
地
全
体
に
占
め
る
沖
縄
基
地
の
割
合
は
58
・

７
％
か
ら
70
・
６
％
に
さ
ら
に
増
加
し
て
い
る
。
現
在
、

県
民
の
約
９
割
が
居
住
す
る
沖
縄
本
島
で
は
、
面
積

の
約
15
％
が
米
軍
基
地
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
展
開
す
る
米
軍
約
10
万

人
の
う
ち
、
沖
縄
駐
留
軍
は
約
２
万
５
千
人
で
あ
る
。

沖
縄
駐
留
軍
の
約
60
％
は
、（
国
土
防
衛
で
は
な
く
）
強

襲
揚
陸
艦
に
よ
る
上
陸
作
戦
な
ど
海
外
で
の
緊
急
展

開
を
目
的
と
す
る
マ
リ
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
海
兵
隊
で

あ
る
。
そ
の
ほ
か
は
空
軍
が
26
％
、
残
り
が
陸
軍
と

海
軍
。
し
か
も
海
外
展
開
を
任
務
と
す
る
海
兵
隊
は

１
年
の
ほ
と
ん
ど
を
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
を
中
心

に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
移
動
し
て
お
り
、
沖
縄
に
基
地

を
お
く
必
然
性
は
全
く
認
め
ら
れ
な
い
。

米
軍
基
地
に
起
因
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

沖
縄
で
は
、
米
軍
基
地
に
起
因
す
る
事
件
・
事
故

が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
本
土
復
帰
後
２
０
１
６
年

末
ま
で
の
44
年
間
で
、
人
命
・
財
産
に
か
か
わ
る
重

大
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
航
空
機
関
連
事
故
は

７
０
９
件
、
年
平
均
16
件
、
米
軍
人
・
軍
属
等
に
よ

る
刑
法
犯
罪
は
５
９
１
９
件
、
う
ち
殺
人
・
強
盗
・

強
姦
な
ど
の
凶
悪
犯
罪
は
５
７
６
件
、
年
平
均
13
件

に
達
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
米
軍
基
地
の
存
在
は
生
活
環
境
や
自
然

環
境
に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
基
地
周
辺

で
日
常
的
に
発
生
し
て
い
る
航
空
機
騒
音
の
最
大
レ

ベ
ル
１
２
０
デ
シ
ベ
ル
は
、
近
く
で
雷
鳴
を
聞
く
大

き
さ
、
平
均
レ
ベ
ル
の
90
デ
シ
ベ
ル
で
も
騒
々
し
い

工
場
の
中
の
騒
音
に
匹
敵
す
る
。
日
米
両
政
府
は
22

時
か
ら
６
時
ま
で
の
間
の
飛
行
制
限
に
合
意
し
、
夜

間
・
早
朝
の
飛
行
差
し
止
め
訴
訟
も
幾
度
と
な
く
提

起
さ
れ
て
い
る
が
、
実
効
性
の
あ
る
対
策
は
取
ら
れ

て
い
な
い
。
そ
の
ほ
か
、
基
地
内
か
ら
の
度
重
な
る

燃
料
油
等
の
流
出
事
故
や
有
害
物
質
の
不
法
投
棄
な

ど
が
、
河
川
・
海
域
・
土
壌
な
ど
、
自
然
環
境
を
汚

染
し
続
け
て
い
る
。

基
地
の
存
在
は
ま
た
沖
縄
経
済
発
展
の
最
大
の
阻

害
要
因
と
も
な
っ
て
い
る
。
復
帰
前
の
沖
縄
の
基
地

関
連
収
入
は
県
民
総
所
得
の
30
・
４
％
（
１
９
６
５
年
）

を
占
め
た
が
、
現
在
は
５
・
７
％
（
２
０
１
４
年
）
に
過

ぎ
な
い
。
他
方
で
、
す
で
に
返
還
さ
れ
た
沖
縄
駐
留

軍
用
地
の
跡
地
利
用
に
と
も
な
う
経
済
効
果
の
実
績
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ち
と
沖
縄

は
、
直
接
経
済
効
果
が
約
28
倍
、
雇
用
者
数
は
約
72

倍
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

不
公
平
な
日
米
地
位
協
定

日
米
地
位
協
定
と
は
、
在
日
米
軍
に
よ
る
施
設
・

区
域
の
使
用
を
認
め
た
日
米
安
全
保
障
条
約
（
安
保
条

約
）
第
６
条
を
受
け
て
、
使
用
の
あ
り
方
や
米
軍
の
地

位
を
定
め
た
条
約
で
あ
る
。
沖
縄
は
も
ち
ろ
ん
、
同

じ
く
米
軍
基
地
を
持
つ
都
道
県
か
ら
も
何
度
も
抜
本

的
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
地

位
協
定
の
前
身
で
あ
る
１
９
５
２
年
の
行
政
協
定
以

来
、
60
年
以
上
に
わ
た
っ
て
地
位
協
定
は
今
日
ま
で

一
度
も
改
定
さ
れ
て
い
な
い
。

米
軍
に
提
供
す
る
施
設
・
区
域
の
米
国
に
一
方
的

に
有
利
な
提
供
条
件
、
自
然
や
生
活
環
境
を
守
る
日

本
法
令
の
適
用
除
外
な
ど
、
地
位
協
定
に
は
様
々
な

不
備
が
あ
る
。
特
に
人
権
上
の
問
題
は
、
米
国
軍
人
・

軍
属
お
よ
び
そ
の
家
族
が
犯
し
た
事
件
に
つ
い
て
、

基
地
内
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
外
で
あ
っ
て
も
公
務

執
行
中
で
あ
れ
ば
第
一
次
的
裁
判
権
を
米
軍
が
有
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
し
か
も
米
軍
の

「
公
務
証
明
書
」
を
も
っ
て
一
方
的
に
公
務
中
と
み
な

さ
れ
、
そ
の
こ
と
を
米
兵
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
認
識
し

て
い
る
。

日
本
政
府
は
「
運
用
」
で
改
善
す
る
と
繰
り
返
し

て
い
る
が
、
飛
行
制
限
に
せ
よ
、
犯
罪
防
止
に
せ
よ
、

全
く
実
効
性
を
伴
わ
な
い
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

他
方
で
、
日
本
と
同
様
に
米
国
と
地
位
協
定
を
締
結

し
て
い
る
ド
イ
ツ
や
韓
国
で
は
改
定
が
行
な
わ
れ
て

お
り
、
特
に
ド
イ
ツ
で
は
駐
留
軍
に
対
す
る
ド
イ
ツ

国
内
法
の
原
則
的
適
用
や
詳
細
な
環
境
保
全
規
定
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。

オ
ス
プ
レ
イ
、
普
天
間
、
そ
し
て
辺
野
古

空
飛
ぶ
棺
桶
と
い
う
異
名
を
持
ち
、
開
発
時
か
ら

の
事
故
が
す
で
に
50
回
を
超
え
て
い
る
輸
送
用
垂
直

離
着
陸
機
オ
ス
プ
レ
イ
が
普
天
間
基
地
に
24
機
配
備

さ
れ
て
い
る
。
プ
ロ
ペ
ラ
エ
ン
ジ
ン
の
つ
い
た
主
翼

を
90
度
回
転
さ
せ
る
こ
と
で
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
よ

う
に
垂
直
に
離
着
陸
す
る
一
方
、
水
平
飛
行
時
に
は

飛
行
機
の
よ
う
な
ス
ピ
ー
ド
と
長
い
航
続
距
離
を
得

ら
れ
る
。
米
国
本
土
で
は
人
口
密
集
地
で
の
低
空
飛

行
は
禁
止
さ
れ
る
な
ど
住
民
へ
の
配
慮
が
み
ら
れ
る

が
、
沖
縄
で
は
日
中
深
夜
を
問
わ
ず
日
々
離
着
陸
し

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

普
天
間
飛
行
場
は
沖
縄
で
５
番
目
の
規
模
の

９
万
４
千
人
が
住
む
宜
野
湾
市
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
４
８
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
巨
大
な
基
地
で
あ
る
が
、

学
校
や
民
家
が
隣
接
す
る
人
口
密
集
地
に
あ
り
、
世

界
で
最
も
危
険
な
基
地
と
も
言
わ
れ
る
。
１
９
９
６

年
、
沖
縄
を
揺
る
が
し
た
沖
縄
駐
留
米
兵
３
名
に
よ

る
女
子
児
童
暴
行
事
件
を
き
っ
か
け
に
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
（
沖

縄
に
関
す
る
特
別
移
動
行
動
委
員
会
）
が
設
置
さ
れ
、
５
～

７
年
以
内
の
普
天
間
基
地
の
完
全
返
還
が
日
米
で
合

意
さ
れ
た
が
、
日
本
政
府
は
迷
走
し
続
け
、
す
で
に

20
年
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

普
天
間
飛
行
場
返
還
の
条
件
の
一
つ
が
、｢
沖
縄

本
島
の
東
海
岸
沖｣

と
記
さ
れ
た
代
替
施
設
の
移

設
。
政
府
は
県
民
の
度
重
な
る
反
対
を
一
顧
だ
に
せ

ず
、「
唯
一
の
解
決
策
」
と
し
て
名
護
市
辺
野
古
新
基

地
建
設
を
強
引
に
推
し
進
め
て
い
る
。
辺
野
古
・
大

浦
湾
周
辺
の
海
域
は
、
ジ
ュ
ゴ
ン
な
ど
の
絶
滅
危
惧

種
２
６
２
種
を
含
め
、
ウ
ミ
ガ
メ
、
ク
マ
ノ
ミ
な
ど

５
８
０
０
種
以
上
の
貴
重
な
生
物
が
住
む
自
然
豊
か

な
地
域
で
あ
る
。
新
し
い
基
地
の
広
さ
は
甲
子
園
球
場

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
１
５
８
倍
の
約
２
０
５
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
そ
の
う
ち
の
約
１
６
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
貴
重
な

サ
ン
ゴ
礁
の
海
で
あ
る
。
こ
の
た
め
沖
縄
県
と
県
民

は
、
新
国
立
競
技
場
の
建
設
費
用
の
２
５
２
０
億
円

を
は
る
か
に
し
の
ぐ
３
５
０
０
億
円
も
の
国
民
の
税

金
を
投
入
し
、「
今
後
１
０
０
年
、
２
０
０
年
も
使
わ

れ
る
で
あ
ろ
う
」（
沖
縄
県
Ｈ
Ｐ
）
米
軍
の
恒
久
的
基
地

の
新
設
に
反
対
し
、
普
天
間
飛
行
場
の
閉
鎖
・
撤
去
と
、

県
外
移
設
を
強
く
求
め
て
い
る
。

（
参
考
資
料
＝
沖
縄
県
教
育
委
員
会
「
沖
縄
の
歴
史
と
文
化
」、

沖
縄
美
ら
島
財
団
「
首
里
城
公
園
」、
沖
縄
県
「
沖
縄
米
軍
基
地

の
現
状
」、
沖
縄
県
Ｈ
Ｐ
「
沖
縄
か
ら
伝
え
た
い
。
米
軍
基
地
の

話
」、
オ
ー
ル
沖
縄
会
議
「
知
ら
な
い
沖
縄
」、
日
本
弁
護
士
連

合
会
「
日
米
地
位
協
定
の
改
定
を
求
め
て
」、
沖
縄
県
「
県
勢
要

覧
」、
国
立
国
会
図
書
館
調
査
員
・
福
田
毅
「
沖
縄
米
軍
基
地
の

返
還
」。
ま
と
め
・
野
澤
信
一
／
本
会
事
務
局
）

上・ジュゴン
右・クマノミ
下・ウミガメ
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